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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ボ
イ
ラ
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

　

木
材
チ
ッ
プ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
、

C
O
２

排
出
量
低
減
に
貢
献
で
き
る
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
燃
料　
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
」。
株
式
会
社
イ
ク
ロ
ス
は
、
こ

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
う
ボ
イ
ラ
を

開
発
・
製
造
し
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
は
、
大
量

の
温
水
を
使
う
温
泉
施
設
や
、
乾
燥
工

程
の
あ
る
製
造
工
場
な
ど
で
需
要
が
あ

る
。
複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を
発
売

し
て
い
る
が
、
同
社
の
製
品
が
特
徴
的

な
の
は
、
燃
料
と
な
る
木
材
チ
ッ
プ
の

質
を
選
ば
ず
、
な
お
か
つ
自
動
制
御
運

転
に
よ
っ
て
長
時
間
安
定
燃
焼
で
き
る

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

木
材
チ
ッ
プ
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

多
様
な
種
類
が
あ
る
。
中
で
も
建
築
廃

材
、
間
伐
材
な
ど
異
物
が
混
入
し
た
木

材
チ
ッ
プ
は
、
安
価
に
入
手
で
き
る
も

の
の
、
品
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
ボ

イ
ラ
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
。

　
「
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
チ
ッ
プ
を

燃
や
し
て
も
燃
焼
効
率
を
保
て
る
よ
う

な
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
谷

村
忠
義
社
長
。

　

こ
の
ボ
イ
ラ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
灯
油
の
３
分
の

１
程
度
に
ま
で
低
減
で
き
る
。

※
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
…
木
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
り
C
O
2
を

取
り
込
む
た
め
、
燃
焼
時
の
C
O
2
の
排
出
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。

ク
リ
ー
ン
な
燃
焼
方
式

環
境
に
優
し
い
製
品
を
目
ざ
し
て

　

ボ
イ
ラ
の
軸
と
な
っ
て
い
る
技
術
は
、

世
界
特
許
「
遠
心
分
離
空
間
分
割
ガ
ス

化
燃
焼
」
と
呼
ば
れ
る
炉
内
の
空
気
の

流
れ
を
利
用
し
た
燃
焼
方
式
。
燃
焼
中

心
部
が
１
１
０
０
℃
以
上
の
超
高
温
燃

焼
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
発
生
の
心
配
が
な
く
、
無
煙
の

ク
リ
ー
ン
燃
焼
で
公
害
物
質
も
低
減
し

て
い
る
。
海
外
企
業
か
ら
技
術
使
用
権

を
取
得
し
、
さ
ら
に
改
良
を
加
え
る
こ

と
で
既
存
設
備
に
も
導
入
し
や
す
く
し

て
い
る
。

　
「
燃
焼
効
率
の
ア
ッ
プ
と
ボ
イ
ラ
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
を
ダ
ブ
ル
で
実
現
し
て
い

ま
す
。
ボ
イ
ラ
と
い
う
と
巨
大
な
設
備

を
想
像
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
製

品
は
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
も
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
谷
村
社
長
は
語
る
。

　

現
在
、
温
水
ボ
イ
ラ
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
、

温
風
暖
房
機
の
３
タ
イ
プ
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
も
、
空
気
と
燃
料
の
投
入
量
を

自
動
調
整
す
る
制
御
を
独
自
に
導
入
し
、

連
続
運
転
を
可
能
に
し
て
い
る
。
今
後

は
、
温
水
を
使
う
養
殖
場
、
温
風
が
必

要
な
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
さ
ら
な

る
普
及
を
目
ざ
す
。

株式会社 イクロス

株式会社 イクロス
日本は森林資源に恵まれた国です。木を
積極的に利用することで、もっと地球温
暖化防止に貢献できると思います。現在
の木質バイオマスボイラの品質をさらに
高めながら、いずれは家庭でも使えるよ
うな木質バイオマス発電を実現したいで
すね。

代表取締役　谷村 忠義さん

主な事業内容

病院及び介護施設向けリ
ネン品リース、認知症対応
型グループホーム、パル白
浜の運営、カーテン・絨毯・
インテリア小物などの販
売、環境機器開発・製造・
販売・メンテナンス

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8312 堺市西区草部 491番地 1
平成 12年
1,700 万円
45名
072-260-6333
072-260-6673
http://www.icross.co.jp

バイオマス
ボイラ機械

蒸気ボイラ

森林資源を有効活用
小型木質
バイオマスボイラ

※

現 代表取締役会長。平成 28年、沖米田 浩朗さんが代表取締役社長に就任。
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マイクロ水力発電装置

マイクロ
水力発電
装置

機械

株式会社 山崎

落差がなくても
発電可能
小水力発電装置

株式会社 山崎
日本全国に張り巡らされた基幹的水路に
流水利用式水力発電装置を設置すれば、
約 200万世帯分の電力（原発 1基分）
を供給、二酸化炭素排出量は約500万
トン削減できます。日本だけではなく世
界的な環境問題にも大きく貢献できると
自負しています。

代表取締役　山崎 攻さん

主な事業内容

マシニング、ＮＣ旋
盤、歯切、ブローチ、
フライス、スリット、
その他各種精密加工・
組み立て

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0154 堺市南区三木閉 148-1
昭和 42年
1,000 万円
12名
072-297-0168
072-297-0169
http://www.yamazakico.jp/

独
自
の
技
術
を
生
か
し
た

流
水
式
水
力
発
電
装
置

　

精
密
機
械
加
工
を
主
事
業
と
し
、
新

た
な
技
術
開
発
も
得
意
と
し
て
き
た
株

式
会
社
山
崎
。
中
で
も
日
米
英
独
で
特

許
を
取
得
し
た
搬
送
用
の
コ
ン
ベ
ア
装

置
は
、
数
年
間
連
続
高
速
運
転
を
し
て

も
、
ほ
と
ん
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
、

と
い
う
抜
群
の
走
行
安
定
性
を
誇
る
。

　

同
社
は
こ
の
搬
送
技
術
を
応
用
し

て
、
世
界
に
類
を
見
な
い
独
創
的
な
楕

円
形
水
車
、
画
期
的
な
ス
ク
リ
ュ
ー
増

速
機
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
、
指
先
で

も
軽
く
始
動
す
る
コ
ア
レ
ス
型
発
電
機

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
発
電
効
率
を

さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
落
差
の

な
い
、
少
な
い
流
量
の
水
路
で
の
発
電

を
可
能
に
し
た
。
特
に
ス
ク
リ
ュ
ー
増

速
機
は
、
耐
摩
耗
性
・
耐
久
性
に
優
れ
、

従
来
の
歯
車
式
増
速
機
構
と
比
較
し
て

高
効
率
で
増
速
で
き
、
簡
単
な
構
造
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
増
速
比
が
得
ら

れ
る
。
ま
た
、
垂
直
軸
型
風
車
に
も
使

用
可
能
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。

　

斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
高
い
技
術

力
を
駆
使
し
た
こ
の
水
力
発
電
装
置
は
、

電
力
の
「
地
産
地
消
」
を
促
し
、
環
境

に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

す
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

｢

水
路
の
流
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ

て
吸
収
し
て
発
電
す
る
、
と
い
う
レ
ベ

ル
ま
で
発
電
効
率
を
上
げ
た
い
で
す

ね
。
水
路
幅
２
ｍ
、
流
速
２
ｍ
／
ｓ
で

２
ｋ
ｗ
程
度
の
電
力
を
得
る
こ
と
が
今

の
目
標
で
す｣

と
開
発
部
の
山
上
仁
始

氏
は
語
る
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

改
良
を
重
ね
、
耐
久
試
験
も
ま
も
な
く

ス
タ
ー
ト
。
本
格
販
売
も
間
近
で
あ
る
。

農
業
用
水
路
を
利
用

既
存
の
水
車
に
も
対
応

　

こ
の
水
力
発
電
装
置
は
、
水
路
の
大

き
さ
、
流
量
、
流
速
に
応
じ
て
仕
様
変

更
が
容
易
で
、
設
置
も
簡
単
、
大
規
模

な
土
木
工
事
は
不
要
で
あ
る
。
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。

　
「
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
農
業
用
水
路

の
流
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
効
率
よ
く
発

電
で
き
ま
す
。
展
示
会
で
も
、
自
治
体
や

農
業
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
、
販
路
も
見

え
つ
つ
あ
る
。
同
社
の
水
力
発
電
装
置
は

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
性
も
高
く
、
既
存
の
水
車

に
ス
ク
リ
ュ
ー
増
速
機
と
発
電
機
を
取

り
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
、
発
電
し
て
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
観
光
資
源
と
し

て
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
い

う
思
い
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
産
学
連
携
事
業
と
し
て

補
助
金
を
受
け
た
り
、「
新
技
術
開
発
」

と
し
て
の
助
成
金
を
受
け
た
り
と
、
社

会
貢
献
度
の
高
い
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
て
き
た
。
経
済
産
業
省
が
小
水
力
利

用
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新

し
い
環
境
対
応
型
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し

て
実
力
を
発
揮
す
る
日
も
近
い
。

スクリュー増速機
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集
め
た
物
質
を
再
飛
散
さ
せ
な
い

フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ
イ
プ
集
塵
機

　

ケ
イ
・
エ
イ
チ
工
業
株
式
会
社
は
、

工
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
環
境
設
備
な
ど

の
設
計
・
製
作
・
据
付
な
ど
を
行
い
、

各
種
環
境
設
備
の
販
売
代
理
店
と
し
て

も
成
長
し
て
き
た
。

　

中
で
も
同
社
が
扱
う
集
塵
機
は
、
高

水
準
の
集
塵
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ス
ト
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
面
で
も
優
れ
、
鉄

鋼
、
木
材
加
工
、
セ
メ
ン
ト
、
化
学
薬
品
、

食
品
な
ど
の
多
く
の
工
場
で
導
入
さ
れ
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
「
フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ

イ
プ
集
塵
機
」
開
発
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
医
薬
品
の
原
料
製
造
会

社
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
だ
っ
た
。

　
「
乾
燥
工
程
で
発
生
す
る
有
害
物
質

で
、
人
体
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
０.
０
２
㎛
ま
で
の
大
き
さ
の
も
の

を
回
収
し
、職
場
環
境
を
改
善
し
た
い
、

と
い
う
ご
要
望
で
し
た
。
そ
れ
に
適
応

で
き
る
性
能
の
集
塵
機
が
見
当
た
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
社
で
開
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
代
表
取
締
役

の
平
野
健
治
氏
。

　

回
収
後
に
、
有
害
物
質
が
再
び
飛
散

し
な
い
よ
う
、
水
で
ぬ
ら
し
な
が
ら
取

り
出
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
耐
薬
品
性

に
優
れ
た
フ
ィ
ル
タ
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
探
し
出
し

た
末
に
最
高
品
質
の
テ
フ
ロ
ン
製
フ
ィ

ル
タ
に
た
ど
り
つ
き
、
完
成
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

化
学
物
質
の
粉
塵
回
収
に
優
れ

環
境
対
策
に
有
効

　

こ
の
「
フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ
イ
プ
集
塵

機
」
は
、
化
学
工
場
な
ど
に
つ
き
ま
と

う
粉
塵
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

　
「
製
薬
メ
ー
カ
ー
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
製
造
・
品
質
管
理
基
準
（
G
M
P

省
令
）
に
対
応
で
き
る
集
塵
機
と
し
て
自

信
が
あ
り
ま
す
」
と
平
野
社
長
は
話
す
。

化
粧
品
や
食
品
添
加
物
メ
ー
カ
ー
で
も

G
M
P
省
令
適
用
の
自
主
的
な
動
き
が

見
ら
れ
、
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

る
よ
う
。

　

工
場
内
の
環
境
に
応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
設
計
が
可
能
な
た
め
、
多
く
の
メ
ー

カ
ー
で
の
導
入
も
見
込
ま
れ
る
。

　

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
に
ゴ
ミ
焼
却
時

に
出
る
重
金
属
を
含
む
灰
の
処
理
設
備
、

省
電
力
機
械
を
用
い
た
環
境
設
備
な
ど

も
手
が
け
て
き
た
。
ま
た
、
水
質
改
善

装
置
の
販
売
な
ど
、
環
境
保
護
に
対
応

し
た
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
集
塵
機
に
つ
い
て
も
、
ご
要
望
に

は
随
時
こ
た
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
工
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ

と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
ざ
す
。

ケイ　エイチ工業 株式会社
これまで培ったオリジナル技術の製品化
にトライして、メーカーになることが目
標です。省電力製品の開発にも力を入れ、
お客様からの工場内の省エネ化の要望に
対応できるようなサポート体制で、信頼
関係を築いていきたいですね。

代表取締役　平野 健治さん

主な事業内容

工場・プラント設備の
相談窓口、保全マン・
工務部署支援

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8246 堺市中区田園 969-1　
平成 9年
1,505 万円
10名
072-234-0781
072-234-0751
http://www.kh-co.jp

ケイ　エイチ工業 株式会社

フィルタ湿潤タイプ集塵機集塵機機械

GMP省令対応の
集塵機開発で
環境ニーズに応える
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
保
管
容
器
の

堅
牢
性
・
安
全
性
に
高
い
実
績

　

脱
着
式
コ
ン
テ
ナ
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
グ
な
ど
産
業
廃
棄
物
用

コ
ン
テ
ナ
の
製
造
販
売
な
ど
を
手
が
け
、

物
流
環
境
改
善
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

き
た
タ
ニ
工
業
株
式
会
社
。
中
で
も
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管
・
運
搬
容
器
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
環
境
省
）
に
基
づ
く
日
本
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
（
J
E
S
C
O
）

の
受
け
入
れ
基
準
を
満
た
し
た
堅
牢
性

の
高
い
容
器
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
へ

の
納
入
実
績
が
あ
り
、
全
国
シ
ェ
ア

70
％
と
い
う
数
字
が
そ
の
安
全
性
の
高

さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
こ
の
実
績

を
見
込
ま
れ
て
、
韓
国
の
国
立
全
北
大

学
と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
プ
ラ
ン
ト
（
設
置
式
）

を
共
同
開
発
し
、
２
０
０
９
年
に
は
プ

ラ
ン
ト
を
納
入
。
現
在
、
韓
国
電
力
公

社
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
に
お
い

て
稼
働
中
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

は
、
か
つ
て
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ

用
の
絶
縁
油
、
熱
媒
体
、
潤
滑
油
な
ど

に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
人
体
や

環
境
へ
の
有
害
性
が
確
認
さ
れ
、
法
律

で
生
産
・
使
用
禁
止
と
な
っ
た
物
質
で

あ
る
。
世
界
で
１
２
０
万
ト
ン
以
上
、

日
本
で
も
５
万
ト
ン
以
上
が
生
産
さ
れ

た
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
は
世

界
的
な
問
題
で
あ
る
。
現
在
日
本
で
は

無
害
化
処
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
処
理

期
限
も
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
処
理
施

設
の
建
設
は
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
多
く
、
処
理
で
き
な
い
ま
ま

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
管
し
続
け
て
い

る
事
業
者
は
少
な
く
な
い
。

　
「
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
大
量
で
、

プ
ラ
ン
ト
の
あ
る
施
設
へ
の
搬
入
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
搬
入
せ
ず
に
現
場
で

処
理
し
た
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た

で
す
ね
」
と
谷
専
務
は
言
う
。
そ
の
声

に
こ
た
え
る
た
め
、
県
立
広
島
大
学
三

苫
好
治
准
教
授
、
摂
南
大
学
宮
田
秀
明

客
員
教
授
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
移

動
式
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
実
用
化
を
進
め

て
い
る
。

金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

　

移
動
式
処
理
プ
ラ
ン
ト
は
、
設
置
式

と
異
な
り
、
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
は
な

く
、
金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
を
使
用
す
る
。

こ
れ
は
金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
分
解
法
と
金

属
カ
ル
シ
ウ
ム
固
相
分
解
法
を
組
み
合

わ
せ
た
新
技
術
で
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
を
予
備
分
解
、
本
分
解
し
て
、
処

理
油
は
工
業
油
と
し
て
再
利
用
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
験
で
も
十
分
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
、
実
用
化
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
る
。

　
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
処
理
に
比
べ

て
安
全
性
が
高
く
、
低
コ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
。
今
後
は
こ
の
処
理
シ
ス

テ
ム
の
『
微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
廃
電
気
機

器
等
の
無
害
化
処
理
に
係
る
環
境
大
臣

認
定
』
取
得
を
め
ざ
し
、
プ
ラ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
設
計
開
発
を
高
度
化
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
谷
専
務
。
電
力
会
社
、

鉄
道
会
社
な
ど
多
量
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

を
保
管
し
て
い
る
企
業
は
多
く
、
移
動

式
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
注
目
度
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

タニ工業 株式会社
ＰＣＢは、昭和43年にカネミ油症事件
が発生するなど、その毒性が社会問題化
しました。今なお、自然界に残留し、生
態系を汚染する恐れがあります。まずは
日本にあるすべてのＰＣＢ廃棄物を無害
化処理し、その実績をもとに、処理の遅
れている海外にも広げていきたいですね。

専務取締役　谷 浩和さん

主な事業内容

産業機器製造、プラン
トエンジニアリング、
総合建設、設備、流通

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8241 堺市中区福田 903
昭和 55年
1,500 万円
35名
072-235-0310
072-235-2229
http://www.tani-k.jp/

タニ工業 株式会社

有害なＰＣＢ廃棄物を
移動式処理プラントで
無害化処理

ＰＣＢ廃棄物
無害化処理装置機械

2009年、韓国に納入したＰＣＢ
廃棄物処理プラント（設置式）

ＰＣＢ廃棄物用
漏れ防止型金属容器
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ロータリー
エンジン発電
システム

機械

ロータリーエンジン

村上精機 株式会社

村上精機 株式会社
この発電システムは小型・省スペースな
のも特徴です。まずは企業向けの商品開
発を進めていますが、いずれは一般家庭
用も作りたいと思っています。電力供給
の安定化と省エネ社会の実現に貢献でき
るよう、当社の技術を生かしていきたい
と思います。

代表取締役　村上 周三さん

主な事業内容

半導体製造装置製造、
自動車関連金型部品
の製造、精密測定器
部品の製造、精密部
品加工 等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0983 堺市堺区山本町 5-97-3　
昭和 34年
2,200 万円
30名
072-232-5693
072-233-3168
http://www.murakamiseiki.co.jp/

発
電
性
能
向
上
に
貢
献
す
る

部
品
の
精
密
加
工

　

精
密
機
器
部
品
の
製
造
を
行
い
、
切

削
、
放
電
、
研
削
な
ど
の
優
れ
た
加
工
技

術
を
有
す
る
村
上
精
機
株
式
会
社
。
最
大

の
強
み
は
、
金
属
面
の
凹
凸
を
２
㎛
以
下

に
ま
で
手
作
業
で
削
る
「
き
さ
げ
」
技
術

に
代
表
さ
れ
る
精
密
加
工
技
術
に
あ
る
。

習
得
が
難
し
い
高
度
な
技
術
で
あ
る
た

め
技
の
継
承
者
は
数
少
な
く
、
同
社
に
全

国
各
地
か
ら
依
頼
が
舞
い
込
む
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
そ
の
高
い
技
術

力
を
見
込
ま
れ
、
研
究
開
発
型
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、株
式
会
社
ダ
・
ビ
ン
チ
（
奈

良
県
大
和
高
田
市
）
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー

エ
ン
ジ
ン
部
品
加
工
の
依
頼
を
受
け
た
。

こ
れ
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
発
電

シ
ス
テ
ム
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
あ
り
、
低
温
域
で
有
効
な
ラ
ン
キ

ン
・
サ
イ
ク
ル
と
、
低
圧
力
で
も
効
率

的
に
動
作
す
る
新
開
発
の
エ
ン
ジ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
発
電
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
液
体
を
温
め
て
蒸
気
に
し
、

蒸
気
の
力
で
エ
ン
ジ
ン
を
回
転
さ
せ
て

発
電
。
蒸
気
を
冷
や
し
て
元
の
液
体
に

戻
す
、
を
繰
り
返
す
蒸
気
機
関
で
あ
る
。

　

工
場
や
発
電
所
な
ど
の
産
業
界
か
ら

出
る
廃
熱
は
、
高
温
域
に
つ
い
て
は
再
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
０
℃
以
下
の
低

温
域
は
利
用
し
に
く
い
た
め
大
量
に
放

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
溶
鉱
炉
、
電
気
炉
を

抱
え
る
工
場
な
ど
低
温
廃
熱
の
回
収
に

苦
慮
す
る
小
規
模
な
企
業
も
多
く
、
そ
の

廃
熱
で
液
体
を
温
め
て
蒸
気
に
し
て
電

力
を
生
み
出
せ
ば
、
環
境
対
策
に
つ
な
が

る
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
で
は
、
こ
う
し
た
廃
熱
利
用
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
。

　
「
は
じ
め
は
部
品
加
工
だ
け
に
携
わ
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
環
境
保
護
の
機
運

が
高
ま
り
、
新
た
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
た
事
業
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
会
社
全
体
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
の
村
上
周
三
氏
は
語
る
。

エ
ン
ジ
ン
部
品
に
は
、
極
め
て
高
い
加

工
精
度
が
求
め
ら
れ
る
が
、
他
社
の
技

術
で
は
設
計
段
階
で
求
め
た
70
％
程
度

の
発
電
性
能
し
か
出
な
か
っ
た
も
の
が
、

同
社
で
は
１
回
で
１
０
０
％
達
成
で
き

た
と
い
う
。

諸
問
題
を
ク
リ
ア
し
、
耐
久
試
験
へ

早
期
実
用
化
を
目
ざ
す

　

現
在
は
80
℃
の
廃
熱
で
10
ｋ
ｗ
発
電

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
。
課
題
は
、

水
蒸
気
に
よ
る　

と
腐
食
に
よ
る
部
品

の
劣
化
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
焼
成
後
に

硬
度
が
増
す
ス
テ
ン
レ
ス
系
の
新
素
材

や
、
部
位
に
よ
っ
て
は
非
鉄
金
属
を
採

用
す
る
な
ど
様
々
な
提
案
を
し
な
が
ら

耐
久
性
の
向
上
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
設
置
し
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
か
ら

出
る
廃
熱
利
用
で
施
設
内
の
電
力
と
し

て
使
う
実
用
化
試
験
を
計
画
中
。
ホ
テ

ル
や
温
泉
施
設
な
ど
か
ら
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
、
問
い
合
わ
せ
が
相
次

い
で
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
磨
い
て

き
た
技
術
を
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
に
生
か

し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
ざ
す
。

低温廃熱利用の
発電プロジェクトを
高精度な技術で支える

平成24年度 補助金採択
低温排熱を対象としたロータリー熱エンジン
発電システムの商品化ユニットおよび改良型
モデルエンジンの開発
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コーケン･テクノ 株式会社
独
自
開
発
・
設
計
力
を
駆
使
し
た

省
エ
ネ
溶
射
シ
ス
テ
ム

　

メ
ッ
キ
や
塗
装
に
比
べ
て
耐
久
性
、

耐
摩
耗
性
に
優
れ
て
お
り
、
近
年
特
に

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
溶
射
技
術
。コ
ー

ケ
ン
・
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は
、
国
内
唯

一
の
溶
射
機
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
溶
射
シ
ス
テ
ム
を
専
門
に

扱
っ
て
き
た
。
同
社
の
溶
射
機
器
は
、

自
動
車
や
鉄
鋼
、
電
気
関
係
な
ど
幅
広

い
分
野
の
企
業
が
導
入
し
、
特
に
自
動

車
分
野
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
る
。
ポ
ン
プ
シ
ャ
フ
ト
、
ピ
ス
ト
ン

ロ
ッ
ド
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
る
高
速

溶
射
Ｈ
Ｖ
Ｏ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
は
、
高
音
速

流
の
噴
射
炎
を
作
り
出
し
、
粉
末
材
料

を
高
速
ス
ピ
ー
ド
で
溶
射
す
る
こ
と
が

可
能
。
密
着
力
の
極
め
て
高
い
、
緻
密

で
気
孔
の
ほ
と
ん
ど
な
い
非
常
に
優
れ

た
皮
膜
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
簡
単
便
利
に
、
低

コ
ス
ト
で
溶
射
で
き
る
も
の
を
、
と
い

う
顧
客
か
ら
の
要
望
に
こ
た
え
て
開
発

し
た
の
が
、「
外
部
燃
焼
式
Ｈ
Ｖ
Ｏ
Ｆ（
高

速
流
方
式
）
溶
射
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
溶
射
シ
ス
テ
ム
）
で
あ

る
。
溶
射
ガ
ン
内
部
に
燃
焼
室
を
持
た

ず
、
ガ
ン
・
ノ
ズ
ル
先
端
で
燃
焼
・
高

速
化
さ
せ
る
方
式
で
、
燃
料
に
酸
素
と

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
エ
ア
ー

も
利
用
し
、
酸
素
消
費
量
を
大
幅
に
削

減
し
た
点
が
特
徴
。
そ
の
た
め
、
環
境

保
護
に
大
き
く
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ス
ト
面
で
も
顧
客
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
溶
射
皮

膜
の
密
度
や
皮
膜
の
結
合
力
は
高
く
、

高
品
質
の
溶
射
が
可
能
で
あ
る
。
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
溶
射
シ
ス
テ
ム
を
同
社
の

内
部
燃
焼
式
溶
射
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し

た
場
合
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
約
５

分
の
１
、
設
備
費
用
は
約
３
分
の
１
以

下
に
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
省

エ
ネ
対
策
と
高
品
質
化
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

高
ま
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

環
境
に
配
慮
し
た
溶
射
技
術
へ

　

溶
射
技
術
は
、
一
般
的
な
塗
装
と
比

べ
て
割
高
に
思
え
る
が
、
塗
装
が
剥
が

れ
落
ち
た
り
摩
耗
し
た
り
と
い
う
心
配

が
少
な
い
た
め
、
結
果
的
に
は
塗
り
直

す
手
間
と
コ
ス
ト
が
節
約
で
き
る
。
防

　

効
果
や
耐
摩
耗
性
が
高
い
た
め
材
料

の
長
寿
命
化
に
寄
与
で
き
て
お
り
、
し

か
も
有
害
廃
液
を
出
さ
な
い
な
ど
環
境

へ
の
負
担
が
少
な
い
技
術
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
近
年
は
、
特
に
橋
梁
や
鉄
塔
な

ど
の
よ
う
な
大
型
の
構
造
物
に
お
い
て

も
溶
射
の
需
要
は
増
え
て
い
る
。

　
「
溶
射
シ
ス
テ
ム
の
需
要
は
右
肩
上
が

り
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
も
つ
な
が
る
溶
射
シ
ス
テ
ム
は
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
続
け
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
の
秋
本
浩
一
氏
。
今
後

よ
り
多
く
の
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
技

術
に
、
注
目
が
集
ま
る
。

コーケン･テクノ 株式会社
当社の溶射システムは、顧客のニーズに
沿って開発するものです。省エネと低コ
スト化は今後も積極的に進めていきたい
ですね。市場のシェアを強化するために
も、技術力をさらにアップし、装置の改
良に力を入れていきたいと思っていま
す。

代表取締役　秋本 浩一さん

主な事業内容

各種溶射機の製造・
販売、溶射自動専用
装置の設計・製作販
売、溶射附属器具の
販売、溶射附帯設備
の販売、溶射材料の
販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 5-2
昭和 48年
2,500 万円
10名
072-268-1201
072-268-1204
http://www.coaken-techno.co.jp

省エネルギーと
低コストを実現した
新型溶射システム

ハイブリッド型
溶射システム機械

ハイブリッド型溶射システム
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超
臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
装
置

が
生
み
出
す
新
た
な
材
料

　

創
業
当
初
は
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）

関
連
の
熱
処
理
炉
と
有
害
集
塵
灰
の
溶

融
無
害
化
炉
の
製
造
を
主
に
手
が
け
て

き
た
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク
。
近
年
は
環

境
に
優
し
い
製
品
開
発
に
力
を
入
れ
る

中
、
独
自
の
高
温
・
高
圧
技
術
を
生
か
し

た
「
超
臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
装
置
」
が

注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、 ※
超
臨

界
状
態
の
高
温
水
と
、
銀
や
チ
タ
ン
な
ど

様
々
な
金
属
塩
水
溶
液
を
混
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
溶
液
温
度
を
急
激
に
上
昇
さ

せ
、
加
熱
時
の
加
水
分
解
と
脱
水
反
応
に

よ
り
ナ
ノ
粒
子
を
合
成
す
る
装
置
で
あ

る
。
粒
子
表
面
に
有
機
物
の
修
飾
剤
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
凝
集
の
な
い

結
晶
化
度
の
高
い
ナ
ノ
粒
子
を
連
続
的

に
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
ナ
ノ
粒
子
は
、
今

ま
で
に
な
い
新
た
な
性
質
を
持
ち
、
次

世
代
の
電
池
材
料
、
高
性
能
磁
性
材
料

な
ど
へ
の
応
用
が
可
能
で
あ
る
。
同
社

で
は
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
着
実

に
進
め
て
い
る
。

　
「
研
究
開
発
を
し
て
も
、
産
業
界
で

使
わ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
化
学

メ
ー
カ
ー
、
素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
共

同
で
開
発
を
進
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合

う
も
の
を
常
に
目
ざ
し
て
い
ま
す
」
と

飯
田
勝
康
社
長
は
語
る
。

　

ほ
か
に
も
高
熱
伝
導
性
、
高
絶
縁
性
、

高
屈
折
率
と
い
う
特
徴
が
付
加
さ
れ
た

ナ
ノ
粒
子
は
、
Ｉ
Ｔ
情
報
分
野
、
光
学

分
野
に
も
利
用
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に

は
医
療
分
野
、
化
粧
品
・
塗
料
分
野
な

ど
に
も
用
途
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
超

臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
法
は
、
国
が
成

長
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
次
世
代
の
事
業

に
必
要
不
可
欠
な
技
術
で
あ
る
と
し

て
、
経
済
産
業
省
も
同
社
の
研
究
開
発

を
後
押
し
す
る
。

※
超
臨
界
状
態
…
物
質
固
有
の
臨
界
点
を
超
え
た
状
態
。
水
の
場

合
は
温
度
3
7
4
℃
、
圧
力
22.
1
M
P
a
以
上
で
超
臨
界
状
態

に
な
り
、
液
体
で
も
気
体
で
も
な
い
状
態
に
な
る
。

原
料
は
水
と
金
属
塩
の
み

環
境
に
優
し
い
技
術
へ
の
挑
戦

　

ナ
ノ
粒
子
を
作
る
手
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
こ
の
装
置
で
は
水
を
反
応
場

と
し
て
い
る
た
め
、
溶
剤
を
使
っ
た
技

術
に
比
べ
る
と
環
境
へ
の
負
荷
が
非
常

に
少
な
い
。

　
「
水
は
循
環
利
用
で
き
る
た
め
、
環

境
保
全
に
か
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
製
造

で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
」
と
飯

田
社
長
。「
エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
サ
イ
エ
ン

ス
」
を
重
視
す
る
同
社
は
、
東
北
大
学

を
は
じ
め
、
複
数
の
大
学
と
の
産
学
連

携
で
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
は
大
学
の
先

生
方
の
力
を
借
り
て
い
ま
す
が
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
分
野
で
は
、
自
分
た
ち
が
発

信
で
き
る
技
術
は
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い

こ
う
、
環
境
保
全
に
も
積
極
的
に
取
り

組
も
う
、
と
い
う
姿
勢
で
す
」
と
、
21

世
紀
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
、
研
究
開
発

型
企
業
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

株式会社 アイテック

株式会社 アイテック
今は新しい材料を使って環境保全を考え
た製品を作っていく時代。ものづくり企
業と連携して環境先進技術に取り組み、
互いにマーケットをけん引していきた
い。これからも多くの人に喜んでもらえ
るものを作り続けたいですね。

代表取締役社長　飯田 勝康さん

主な事業内容

超臨界流体技術によ
る洗浄・抽出・微粒
子製造装置の開発・
製造・販売 等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0984 堺市堺区神南辺町 4-132-1
平成 7年
5,000 万円
11名
072-226-8853
072-226-6653
http://www.itec-es.co.jp

次世代材料を
生み出す
ナノ粒子合成装置

超臨界装置機械

超臨界水ナノ粒子合成装置

平成24年度 補助金採択
低温焼結可能なプリンテッド
エレクトロニクス用の銅ナノ
粒子素材の製造事業
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株式会社 テクノアオヤマ

ナット
フィーダー、
スタッドボルト
フィーダー

機械

株式会社 テクノアオヤマ
海外の製造現場では、まだまだ手作業の
ところが多いのが現実です。私たちの技
術で工場の安全性と生産性を高め、省エ
ネにも貢献できればと思います。世界中
で安心して使ってもらえる製品を作るた
め、まだまだ挑戦し続けますよ。

代表取締役　青山 省司さん

主な事業内容

スタッドボルトフィー
ダー、ボルトフィー
ダー、ナットフィー
ダーの製造・販売、各
種小物部品の自動供給
装置の製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8253 堺市中区深阪 1931-1
昭和 58年
1,000 万円
24名
072-234-3320
072-236-5918
http://www.t-aoyama.co.jp

スタッドボルトフィーダー

ナットフィーダー

溶
接
加
工
の
高
速
化
に
貢
献

世
界
中
の
車
体
工
場
で
採
用

　

自
動
車
部
品
の
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を

指
定
の
位
置
に
送
り
溶
接
す
る
の
が
、

ナ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー
や
ボ
ル
ト
フ
ィ
ー

ダ
ー
な
ど
の
部
品
供
給
装
置
で
あ
る
。

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ア
オ
ヤ
マ
は
、
創
業

以
来
フ
ィ
ー
ダ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と

し
て
製
品
の
開
発
を
続
け
、
磁
力
を
利

用
し
て
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を
供
給
位
置

に
正
確
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
マ
グ

ネ
ッ
ト
・
レ
シ
プ
ロ
方
式
」
と
い
う
独

自
技
術
を
保
有
し
、
優
れ
た
技
術
力
が

世
界
各
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
の
製
造
現
場
で
は
、
常
に
安

全
性
・
効
率
化
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
課
題
が
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
。

同
社
は
現
場
に
密
着
す
る
こ
と
で
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
新
し
い
製
品
を

創
出
。
取
得
し
た
特
許
は
世
界
15
カ
国

で
６
０
０
件
以
上
あ
り
、
取
引
先
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
「
当
社
は
あ
ら
ゆ
る
試
作
が
可
能
な
設

備
や
測
定
装
置
を
備
え
て
い
ま
す
。
試

作
と
改
良
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
世
界

各
国
の
仕
様
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
」

と
代
表
取
締
役
の
青
山
省
司
氏
は
言
う
。

　

中
で
も
評
価
が
高
い
の
が
、
ス
タ
ッ

ド
ボ
ル
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー
。
自
動
車
業
界

で
は
「
低
炭
素
社
会
」
実
現
に
向
け
、

燃
費
向
上
の
た
め
の
車
体
軽
量
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
使
用
さ
れ
る
鋼
材
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
ア
ー
ク
溶
接

で
は
鋼
材
の
薄
い
部
分
へ
の
溶
接
が
難

し
か
っ
た
が
、
同
社
が
考
案
し
た
装
置

は
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
レ
シ
プ
ロ
方
式
」

と
抵
抗
溶
接
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、

０
.
７
㎜
未
満
の
極
薄
鋼
板
に
も
ス

タ
ッ
ド
ボ
ル
ト
の
溶
接
が
可
能
。
独
自

の
電
極
水
冷
シ
ス
テ
ム
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る
と
い
う
。
ま
た

作
動
中
も
ボ
ル
ト
提
供
が
可
能
な
た
め

稼
働
時
間
が
短
縮
で
き
、
す
で
に
世
界

中
の
車
体
工
場
と
部
品
工
場
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。

エ
ア
ー
削
減
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果

高
い
品
質
と
安
全
を
提
供

　

エ
ア
ー
で
ナ
ッ
ト
を
送
給
す
る
エ

ア
ー
エ
ス
ケ
ー
プ
式
ナ
ッ
ト
フ
ィ
ー

ダ
ー
は
、「
１
秒
で
も
作
業
時
間
を
短

縮
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
じ
て
、

エ
ア
ー
吹
き
時
間
の
最
適
化
を
研
究
。

従
来
品
の
５
分
の
１
〜
２
分
の
１
に
短

縮
で
き
、
そ
の
分
の
電
力
消
費
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
「
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
は
工
場
内
の
安
全
性
も
重
視
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
は
さ
ま
れ
防
止

機
能
や
地
震
対
策
部
品
の
付
加
な
ど『
人

に
優
し
い
も
の
づ
く
り
』
を
基
本
に
し

て
い
ま
す
」
と
青
山
社
長
は
言
う
。
常

に
「
こ
れ
で
い
い
」
と
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
よ
り
よ
い
製
品
を
開
発
し
て
は

取
引
先
に
提
案
し
て
い
る
。
世
界
の
最

新
技
術
が
集
ま
る
自
動
車
業
界
だ
か
ら

こ
そ
、
常
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
開
発

で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

　
「
今
後
は
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
の
高
い
製

品
も
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
研
究
開

発
に
終
わ
り
は
な
い
で
す
か
ら
ね
」
世

界
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て
、
開

発
力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。

最先端
部品供給装置で
自動車産業を支える
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シリコン用

創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
を
支
え
る

高
効
率
の
切
断
工
具

　

株
式
会
社
中
村
超
硬
は
、
創
業
以
来
、

工
作
機
械
の
超
硬
工
具
を
開
発
・
製
造

し
て
き
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
超
硬
合

金
な
ど
超
硬
度
素
材
の
精
密
加
工
に
強

く
、「
電
子
部
品
実
装
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ノ
ズ
ル
」
と
い
う
精
密
部
品
の
製
造
に

欠
か
せ
な
い
吸
着
ノ
ズ
ル
な
ど
、
世
界

に
シ
ェ
ア
を
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
自

社
開
発
製
品
も
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
新
規
事
業
を
模
索
す
る
中
、

８
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
今
後
の
創
エ
ネ
・

省
エ
ネ
製
品
の
加
工
に
不
可
欠
な
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
開
発
に
焦
点
を
し
ぼ

り
、
大
学
や
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら

研
究
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

　

太
陽
電
池
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
造
に
欠
か

せ
な
い
シ
リ
コ
ン
や
サ
フ
ァ
イ
ア
。
こ

れ
ら
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
工
具
が「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ
」
で
あ
る
。

微
粒
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
ピ
ア
ノ
線
に

付
着
さ
せ
た
極
細
の
切
断
工
具
で
、
従

来
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
ピ
ア
ノ
線
に
吹

き
付
け
な
が
ら
ス
ラ
イ
ス
す
る
「
遊
離

砥
粒
方
式
」
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、

こ
の
方
法
だ
と
ピ
ア
ノ
線
の
消
耗
量
が

膨
大
に
な
る
う
え
、
専
用
の
工
業
用
オ

イ
ル
を
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
同
社

の「
固
定
砥
粒
方
式
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー

ワ
イ
ヤ
」。
こ
れ
に
よ
っ
て
ピ
ア
ノ
線
消

耗
量
が
１
０
０
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
、

オ
イ
ル
の
消
費
量
も
軽
減
。
な
お
か
つ

切
断
ス
ピ
ー
ド
も
２
〜
３
倍
ア
ッ
プ
と

い
う
高
効
率
化
が
可
能
に
な
り
、
電
気

使
用
量
の
削
減
と
い
う
環
境
負
荷
低
減

効
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
独
自
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
固
定
手
法
は
、
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
求
め
ら
れ
る

よ
う
な
切
り
に
く
い
材
料
の
切
断
を
実

現
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ
。

太
陽
電
池
の
普
及
に
貢
献

一
歩
進
ん
だ
技
術
革
新
を
基
盤
に

　
「
以
前
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ

は
高
価
だ
っ
た
た
め
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
高
コ
ス
ト
の
原

因
を
『
生
産
速
度
』
に
見
い
だ
し
、
製

造
プ
ロ
セ
ス
を
高
速
化
す
る
こ
と
で
価

格
を
約
５
分
の
１
に
下
げ
ら
れ
た
の
で

す
」
と
井
上
誠
社
長
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ
の
普
及
に

拍
車
が
か
か
り
、
太
陽
電
池
の
材
料
で

あ
る
シ
リ
コ
ン
を
速
く
、
安
く
ス
ラ
イ

ス
し
た
い
と
い
う
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

社
内
に
ス
ラ
イ
ス
工
場
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
同
社
の
大
き
な
強
み
。
生
産

現
場
で
の
課
題
を
１
０
０
％
開
発
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
一
歩

進
ん
だ
技
術
革
新
を
成
し
遂
げ
て
い

る
。
今
後
は
こ
う
し
た
強
力
な
開
発
体

制
を
基
盤
に
、
国
際
市
場
へ
本
格
進
出

す
る
予
定
だ
。

株式会社 中村超硬

株式会社 中村超硬
当社のダイヤモンドソーワイヤを用い
て、太陽電池向けシリコンなどのスライ
ス加工事業も行っております。今後は半
導体分野へも本腰を入れていきたいです
ね。ものづくりに関しては「日本の技術」
にこだわり、堺の活性化にも貢献したい
と思っています。

代表取締役社長　井上 誠さん

主な事業内容

ダイヤモンドソーワ
イヤの製造・販売、
電子材料のスライス
加工、特殊精密部品
の設計・製造・販売、
切削冶工具の設計・
製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8323 堺市西区鶴田町 27-27
昭和 45年
308,760 万円
235名
072-274-0007
072-273-1250
http://www.nakamura-gp.co.jp

太陽電池の普及を促進
高効率ダイヤモンドソー
ワイヤ

ダイヤモンド
ソーワイヤ機械

サファイア用

ダイヤモンドソーワイヤ
平成25・26年度 補助金採択
固定砥粒加工の廃スラッジを
活用した微細 SiC 粉末の製造
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+

－
1
％
の
誤
差
で

液
体
定
量
吐
出
を
制
御

　　

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
Ｕ
Ｖ
樹
脂
な
ど
の

液
体
材
料
は
、
温
度
や
湿
度
な
ど
作
業

環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
扱
い
が

難
し
い
。
エ
ー
ス
技
研
株
式
会
社
は
、

こ
う
し
た
液
体
材
料
の
吐
出
を
制
御
す

る
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
。

　
「
機
器
自
体
は
汎
用
品
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
液
体
は
接
着
剤
が
多
い
の
で
す

が
、
作
業
環
境
に
合
わ
せ
た
調
整
で
装

置
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
側

の
技
術
と
い
わ
れ
る
塗
布
作
業
ま
で
責

任
を
持
つ
こ
と
が
、
当
社
の
こ
だ
わ
り

で
す
」
と
中
村
輝
代
表
取
締
役
。
主
力

商
品
の
バ
ル
ブ
「
バ
ル
ペ
ッ
ト
」
を
軸

に
、
タ
ン
ク
や
ポ
ン
プ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
装
置
を
最
適
化
し
て
い
る
。
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
の
原
理
は
注
射
器
と
同
じ

で
、
押
し
た
容
積
分
の
み
吐
出
す
る
物

や
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で
押
し
出
す
物
な
ど

様
々
。
吐
出
量
の
誤
差
は
＋－
1
％
（
最

少
吐
出
量
0
.
0
0
0
7
ml
）。
こ
の

精
度
を
保
ち
な
が
ら
、
高
粘
度
の
液
体

塗
布
や
微
少
量
の
点
塗
布
、
髪
の
毛
の

よ
う
に
細
い
線
引
き
な
ど
、「
か
ゆ
い
と

こ
ろ
ま
で
手
が
届
く
」
作
業
を
実
現
し
、

塗
布
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
と
の
共
同
開
発
が

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
生
ん
だ

　　

同
社
の
製
品
は
、
自
動
車
部
品
、
電

子
部
品
、
食
品
、
医
療
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
生
産
ラ
イ
ン
に
納
入
さ
れ
て
い

る
。
生
産
ラ
イ
ン
の
省
エ
ネ
化
の
た
め
に

は
塗
布
作
業
の
安
定
化
が
必
要
で
あ
り
、

企
業
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
対
応
し
て

い
る
。
現
在
は
自
動
車
部
品
生
産
ラ
イ
ン

で
の
使
用
が
約
6
割
を
占
め
て
い
る
が
、

近
年
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
生
産
ラ
イ
ン

で
の
防
水
を
兼
ね
た
接
着
や
、
Ｈ
Ｖ
・
Ｅ

Ｖ
関
連
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
の
省
エ
ネ
分
野
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

同
社
が
優
れ
た
制
御
技
術
を
発
揮
で

き
る
の
は
、
40
年
超
の
歴
史
の
中
で
経
験

を
積
み
、
液
体
材
料
の
性
質
を
熟
知
し
て

い
る
か
ら
。
材
料
選
定
か
ら
始
ま
り
、
担

当
者
が
生
産
現
場
に
通
っ
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
試
作
を
重
ね
る
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
と

の
共
同
開
発
で
、
製
造
現
場
に
応
じ
た
最

適
な
製
品
を
提
供
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
き
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
会
社

全
体
で
維
持
し
、
高
め
る
努
力
を
続
け
て

い
る
。
性
能
で
勝
負
す
る
に
は
現
場
の
状

況
を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
打
ち
合

わ
せ
な
し
で
購
入
を
希
望
さ
れ
る
お
客

様
に
は
、
あ
え
て
販
売
し
ま
せ
ん
」
と
明

言
す
る
。

　

液
体
の
精
密
定
量
吐
出
は
、
今
後
も

様
々
な
産
業
で
省
エ
ネ
化
に
貢
献
で
き

る
技
術
。「
会
社
は
大
き
く
す
る
の
で
は

な
く
強
く
す
る
も
の
。
小
回
り
が
き
く
会

社
だ
か
ら
こ
そ
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
も

可
能
で
す
」
こ
う
し
た
姿
勢
が
大
手
企
業

か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

エース技研株式会社
自動車の軽量化、家電やデジタル機器な
どの小型化に伴い、ネジではなく接着剤
を高精度・高速で塗布するラインは今後
も増えると思います。国内企業にもっと
目を向けて、これからも日本のものづく
りを支えていきたいですね。

代表取締役　中村 輝さん

主な事業内容

液体定量吐出装置、全
自動塗布装置、ディス
ペンサー製造･販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0006 堺市堺区錦綾町 1丁 2-35
昭和 45年
2,070 万円
12名
072-228-4869
072-228-3879
http://www.ace-giken.co.jp/

エース技研 株式会社

微量の液体塗布も自在
生産現場の
効率化に貢献

液体の
精密定量
吐出装置

機械

スクリューバルブ式塗布装置

液体定量吐出バルブ「バルペット」
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境川工業株式会社

境川工業株式会社
広範囲の産業機械に対応できることが当
社の強みです。再生エネルギー関係の新
たな分野にも対応できるよう、技術の向
上に力を入れています。省エネ、省資源
化はすべてのお客様が望むこと。一緒に
考えながら、これからも環境配慮型の熱
交換器を提案していきたいですね。

代表取締役社長　藪田 正和さん

主な事業内容

産業機械用熱交換器
及び空調用ヒータ ･
クーラの設計製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0001 堺市美原区大保 210-1
昭和 23年
1,200 万円
40名
072-361-3085
072-362-2094
http://www.sakaigawa.co.jp

顧
客
の
要
望
に
よ
り
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

高
効
率
の
熱
交
換
器
を
提
案

　

昭
和
23
年
の
創
業
以
来
、
産
業
機
械

用
熱
交
換
器
、
空
調
用
ヒ
ー
タ
・
ク
ー

ラ
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
歩
ん
で
き
た
境

川
工
業
株
式
会
社
。
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン

ヒ
ー
タ
、
熱
媒
体
油
用
コ
イ
ル
、
エ
ロ

フ
ィ
ン
ヒ
ー
タ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
コ
イ
ル

な
ど
あ
ら
ゆ
る
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。

高
効
率
化
･
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
研
究
開

発
を
進
め
つ
つ
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
成
長
を
続
け
て
き
た
。

　

熱
交
換
器
は
、
空
気
を
暖
め
た
り
冷

や
し
た
り
す
る
も
の
で
、
産
業
機
械
用
、

空
調
用
な
ど
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
同
社
の
主
力
製
品
は
プ
レ
ー
ト

フ
ィ
ン
ヒ
ー
タ
。
各
種
熱
媒
体
を
使
用

し
て
温
・
熱
風
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
各
種
テ
レ
ビ
の
フ
ィ
ル
ム
、

I
T
・
自
動
車
関
連
の
各
種
電
池
、
食

品
、
医
薬
品
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
の

生
産
ラ
イ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
製

造
は
一
品
一
様
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
、
顧
客
か
ら
必
要
な
条
件
を
提
示
さ

れ
れ
ば
、
独
自
に
開
発
し
た
能
力
計
算

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
即
座
に
能
力
計
算
・

概
略
外
形
寸
法
を
回
答
可
能
。
材
質
、

熱
効
率
も
考
慮
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

要
望
に
こ
た
え
て
い
く
提
案
力
が
強
み

で
あ
る
。「
お
客
様
と
の
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
が
重
要
で
す
。
高
効
率
、
長
寿
命

化
に
配
慮
し
て
製
品
を
設
計
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
コ
ス
ト
、
使
用

環
境
も
勘
案
し
な
が
ら
、
最
適
な
熱
交

換
器
を
提
案
し
て
い
ま
す
」
と
藪
田
正

和
社
長
は
語
る
。

高
度
な
溶
接
技
術
で
築
き
上
げ
た

〝
境
川
ブ
ラ
ン
ド
〞

　

チ
ュ
ー
ブ
（
伝
熱
管
）
に
複
数
の
フ
ィ

ン
を
取
り
付
け
る
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
式

熱
交
換
器
は
、
伝
熱
面
積
を
広
く
し
て
効

率
の
良
い
熱
交
換
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
水
・
蒸
気
・
油
漏

れ
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
高
度
な
溶
接
技

術
が
要
求
さ
れ
る
。

「
65
年
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
溶

接
技
術
や
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
製
品
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
」
と
眞
田
博
之
常
務

取
締
役
は
言
う
。
特
に
溶
接
技
術
の
向
上

に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
資
格
取
得
を
推

奨
す
る
な
ど
社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
品
質
管
理
の
た

め
の
厳
し
い
検
査
体
制
も
構
築
。
そ
の
た

め
同
社
の
製
品
は
安
心
し
て
使
用
で
き
、

一
度
使
う
と
満
足
し
て
も
ら
え
る
こ
と

が
多
く
、〝
境
川
ブ
ラ
ン
ド
〞
と
し
て
根

強
い
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

現
在
も
、
さ
ら
に
高
効
率
の
熱
交
換
器

を
開
発
す
る
た
め
、
表
面
積
を
増
や
せ
る

よ
う
な
形
状
の
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
、
腐
食

に
強
く
伝
熱
係
数
の
高
い
材
質
の
研
究

な
ど
も
進
め
て
い
る
。
熱
交
換
器
の
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ト
ッ
プ
企
業
を
め
ざ

し
て
い
る
。

産業機械用熱交換器を
独自技術で高効率化

プレートフィンヒータ

産業機械用熱交換器
及び空調用ヒータ・
クーラの設計製造
及び技術的支援

機械

平成 27年、真田 博之さんが代表取締役社長に就任。
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災害対策にもなるようなコンパクト化し
た排水再利用装置も考えています。また、
有価金属の回収にも、もっと力を入れた
いですね。今ある技術を生かして、さら
に環境保全に貢献できることを考えてい
きたいと思っています。
左：代表取締役社長　西川 進章さん

右：取締役　石田 純さん

三泉機械工業株式会社

三泉機械工業株式会社 主な事業内容

表面処理装置・環境
保全装置製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0061 堺市美原区今井 108-4
昭和 43年
1,000 万円
12名
072-361-4561
072-361-4789
http://sansen-mfg.co.jp

あ
ら
ゆ
る
排
水
処
理
方
法
を
組
み

合
わ
せ
て
提
案
・
設
計

　

三
泉
機
械
工
業
株
式
会
社
は
、
め
っ

き
用
の
薬
品
な
ど
を
扱
う
株
式
会
社
西

川
兼
吉
商
店
の
表
面
処
理
装
置
製
造
部

門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
か

ら
金
属
の
表
面
処
理
装
置
と
、
排
水
・

排
ガ
ス
処
理
装
置
の
製
造
・
販
売
を
手

が
け
て
お
り
、
環
境
問
題
の
高
ま
り
に

合
わ
せ
て
環
境
保
全
装
置
に
注
力
し
て

き
た
。

　

排
水
処
理
の
方
法
は
、
薬
品
処
理
、

膜
処
理
、
生
物
化
学
的
処
理
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
同
社
は
長
年
培
っ
た
技

術
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
で

考
え
、
要
望
に
応
じ
た
最
適
な
処
理
方

法
を
提
案
で
き
る
強
み
が
あ
る
。　

　

金
属
表
面
処
理
で
出
る
廃
液
の
場

合
、
シ
ア
ン
や
ク
ロ
ム
、
重
金
属
な
ど

の
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

無
害
化
し
て
排
水
す
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
下
水
道
へ
排
水
す
る
の
も
費
用
が

か
か
る
た
め
、
近
年
で
は
、
工
場
用
水

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

同
社
は
、
有
害
物
質
を
処
理
し
た
後
の

水
か
ら
、
塩
分
な
ど
も
取
り
除
き
、
純

水
に
近
い
レ
ベ
ル
に
で
き
る
排
水
処
理

装
置
ま
で
を
一
式
と
し
て
提
案
し
、
納

入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
工
場
か

ら
出
る
排
水
の
7
〜
8
割
は
再
利
用
で

き
る
と
い
う
。
残
り
2
〜
3
割
に
つ
い

て
も
、
前
工
程
で
重
金
属
な
ど
は
処
理

済
み
な
の
で
、
基
本
的
に
は
塩
分
の
濃

い
水
の
よ
う
な
も
の
。
さ
ら
に
濃
縮
し

て
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
る

よ
う
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

排
水
再
利
用
装
置
に
よ
り
、
水
に
か
け

る
コ
ス
ト
は
激
減
す
る
。

「
排
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
上

下
水
道
に
か
か
る
費
用
が
4
分
の
1
に

ま
で
抑
え
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
」
と

西
川
進
章
社
長
は
話
す
。
顧
客
に
と
っ

て
は
、
コ
ス
ト
削
減
に
な
り
環
境
保
全

に
も
役
立
つ
と
あ
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
い
。

有
機
物
も
効
果
的
に
分
解
処
理

有
価
金
属
の
回
収
も
研
究

　

同
社
の
排
水
処
理
技
術
の
一
つ
に
、

自
社
で
開
発
し
、
特
許
を
取
得
し
た
パ

ニ
オ
ン
（
ニ
ッ
ケ
ル
触
媒
）
を
使
っ
た

常
温
下
で
廃
液
中
の
有
機
物
を
酸
化
分

解
す
る
方
法
が
あ
る
。
有
機
物
の
分
解

処
理
を
求
め
る
企
業
は
、
染
色
、
食
品

関
係
、
プ
リ
ン
ト
基
板
な
ど
実
に
多
様

だ
。
同
業
種
な
ら
同
シ
ス
テ
ム
と
い
う

わ
け
に
も
い
か
ず
、
サ
ン
プ
ル
で
の
試

験
を
繰
り
返
し
、
コ
ス
ト
計
算
も
し
て

提
案
、
企
業
ご
と
に
装
置
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
納
品
し
て
い
る
。
食
品
関
係
で
は
、

既
に
微
生
物
処
理
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
場
合
で
も
、
年
々
厳
し
く
な
る
規
制

に
合
わ
せ
て
、
2
次
処
理
、
3
次
処
理

の
た
め
の
装
置
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す

る
水
か
ら
、
金
な
ど
の
有
価
金
属
を
よ

り
効
率
よ
く
回
収
す
る
技
術
も
研
究
し

て
い
る
。
低
コ
ス
ト
で
回
収
で
き
れ
ば
、

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
役
立
ち
、
環
境

へ
の
負
荷
も
減
ら
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

時代に合わせた
最適な水処理
装置を提案

排水処理装置

排水処理装置機械
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西田汽缶工業株式会社

西田汽缶工業株式会社
ハイブリッド蒸気システムをもっと進め
ていきたいですね。新しい技術、よりよ
いものを取り入れることで、熱回収の精
度をさらにアップしていきたいです。ま
た、事業所ごとの事情に合った最適な提
案を行い、省エネ化に助力していきたい
と思っています。

代表取締役　西田 佳宏さん

主な事業内容

ボイラー販売据付、
空調設備工事、配管
工事、水処理装置施
工等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0835 堺市堺区西湊町 1-6-27
昭和 44年
1,000 万円
9人
072-241-2146
072-244-6827
http://www.nishida-kikan.co.jp/

顧
客
メ
リ
ッ
ト
重
視
で
提
案
す
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
蒸
気
シ
ス
テ
ム

　

創
業
以
来
、
1
1
0
余
年
に
わ
た
り

ボ
イ
ラ
ー
関
連
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た

西
田
汽
缶
工
業
株
式
会
社
。
35
年
前
に
、

国
内
で
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
サ
ウ
ナ
施
設
を
公
衆
浴
場
に
導
入
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
着
実
な
伸
長

を
続
け
て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
販
売
据
付

だ
け
で
は
な
く
、
空
調
設
備
・
配
管
工

事
、
水
処
理
装
置
な
ど
も
複
合
的
に
手

が
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
企
業
と
の

つ
な
が
り
が
強
固
で
あ
る
の
も
特
徴

だ
。

　

同
社
で
昨
今
需
要
が
増
え
て
い
る
の

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
省
コ
ス
ト
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
蒸
気
シ
ス
テ
ム
の
施

工
。
ボ
イ
ラ
ー
で
お
湯
を
作
る
過
程
に

お
い
て
、
給
水
を
加
熱
し
て
お
湯
に
し

て
い
た
部
分
に
、
空
気
の
熱
を
使
っ
て

お
湯
を
作
る
電
気
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
を
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
を
高
効
率
化
で

き
、
省
エ
ネ
が
可
能
。
環
境
対
策
や
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
観
点
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
品
の
給
湯

機
や
熱
交
換
器
か
ら
、
顧
客
の
要
望
に

合
わ
せ
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
提

案
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
応
じ
た
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
長

年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る
か
ら
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、「
ま
ず
は
現
場
の
状

況
を
見
て
、
運
転
時
間
な
ど
も
確
認
し

た
う
え
で
、
最
も
省
エ
ネ
効
果
が
出
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
」
と
西
田
佳
宏

代
表
取
締
役
は
胸
を
張
る
。
大
阪
ガ
ス

や
関
西
電
力
と
共
に
熱
効
率
を
測
定
・

研
究
し
て
お
り
、
年
間
の
コ
ス
ト
試
算

を
行
っ
て
い
る
。

導
入
コ
ス
ト
と
効
果
に
配
慮

中
小
事
業
所
の
省
エ
ネ
を
可
能
に

　

同
社
で
は
、
修
理
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
事
後
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
実
施
。

初
期
投
資
は
必
要
と
な
る
が
、
最
終
的

に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン
に

よ
り
、
顧
客
に
と
っ
て
利
益
が
出
る
よ

う
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
導
入
コ
ス
ト
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
C
O
２

削
減
に
常
に
配
慮
す
る
姿
勢
が
顧
客
か

ら
の
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
衆
浴
場
に
お
い
て
、
ボ
イ

ラ
ー
導
入
時
に
、
美
肌
効
果
の
あ
る
軟

水
器
の
導
入
と
、
軟
水
に
適
し
た
浴
用

石
鹸
を
紹
介
す
る
、
と
い
っ
た
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
提
案
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

西
田
社
長
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
、

こ
う
し
た
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
可
能

に
し
て
い
る
。 

　

今
後
も
、
各
事
業
所
の
特
徴
に
合
わ

せ
て
、
導
入
コ
ス
ト
と
省
エ
ネ
効
果
の

両
方
に
配
慮
し
た
提
案
を
行
う
予
定
。

省
エ
ネ
化
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
中

小
規
模
の
事
業
所
か
ら
の
受
注
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

技術と信頼から生まれる
省エネ・ハイブリッド
蒸気システムの提案

熱回収式電動エアコンプレッサ
の構成フロー

排出熱回収
省エネ技術知識
知恵の融合工事

機械
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ミウラ化学装置株式会社

ミウラ化学装置株式会社
環境装置のメーカーとして、より高い処
理能力の装置、使用電力の少ない装置を
開発していかなければ、と考えています。
それが人々の生活環境を守ることにつな
がると思います。私たちの技術を生かし
て、日本だけではなく海外にも環境装置
を広げていきたいですね。

代表取締役　三浦 紀彦さん

主な事業内容

ろ過・排水処理装置、
排ガス処理装置、騒
音・脈動防止装置、
ミスト分離装置の製
造販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0042 堺市美原区木材通 2-2-1
昭和 28年
4,900 万円
90名
072-362-8020
072-362-8844
http://www.miura-eco.co.jp

精
度
の
高
い
珪
藻
土
ろ
過

国
内
外
の
プ
ー
ル
で
多
数
採
用

　

工
業
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
製
造
か
ら
創

業
し
た
ミ
ウ
ラ
化
学
装
置
株
式
会
社
。

現
在
は
排
ガ
ス
・
排
水
処
理
装
置
、
脱

臭
装
置
、
集
塵
装
置
、
騒
音
防
止
装
置

な
ど
の
環
境
関
連
装
置
の
開
発
に
力
を

入
れ
、
設
計
か
ら
工
事
ま
で
一
貫
し
て

で
き
る
会
社
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。

　

昭
和
33
年
に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
と
の

提
携
に
よ
り
、
珪
藻
土
を
用
い
た
プ
ー

ル
用
ろ
過
装
置
の
製
造
販
売
を
開
始
。

珪
藻
土
を
使
っ
た
ろ
過
方
法
は
、
現
在

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
社
の
導

入
は
昭
和
28
年
の
創
業
当
初
か
ら
で
あ

り
、
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
。

　

運
転
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
改
良
を
重
ね

た
プ
ー
ル
用
ろ
過
装
置
「
Ａ

　

１
フ
ィ

ル
タ
ー
」
は
、
ろ
過
精
度
が
高
く
、
5

㎛
の
微
粒
子
ま
で
除
去
可
能
。
捕
捉
し

た
雑
菌
を
珪
藻
土
ご
と
排
出
で
き
る
た

め
衛
生
的
で
あ
る
。
水
流
を
逆
に
し
て

ろ
布
の
反
対
面
に
新
し
い
珪
藻
土
を
流

し
込
ん
で
再
び
ろ
過
す
る
と
い
う
方
法

で
あ
り
、
こ
の
可
逆
式
ろ
過
方
法
を
採

用
し
て
い
る
の
は
同
社
の
み
。
ろ
布
を

両
面
使
う
こ
と
で
ろ
過
エ
レ
メ
ン
ト
部

分
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
き
る
た
め
、
装

置
全
体
が
軽
量
で
、
機
械
室
内
で
組
み

立
て
可
能
、
設
置
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
他
に
も
節
水
効
果
が

高
い
こ
と
、
操
作
が
簡
単
な
ど
の
特
長

が
あ
る
。

　

最
近
は
、
節
電
効
果
の
高
さ
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
学
校
プ
ー
ル
の
場
合
は
、

運
転
時
間
を
3
分
の
１
ま
で
短
縮
し
て

も
文
部
科
学
省
の
水
質
基
準
を
ク
リ
ア

で
き
る
。「
ろ
過
能
力
が
高
い
た
め
24
時

間
運
転
が
不
要
で
、
年
間
の
電
気
代
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
5
割
以
上
も
削
減
で

き
る
点
が
、
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
河
村
信
孝
営

業
部
係
長
は
言
う
。

　

同
社
は
日
本
浄
水
機
械
工
業
会
の
正

会
員
と
し
て
（
公
財
）
日
本
水
泳
連
盟

の
推
薦
を
受
け
て
お
り
、
納
入
実
績
は
、

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー
ル
、
国
体

プ
ー
ル
な
ど
、
国
内
外
1
万
5
千
台
以

上
に
も
上
る
。
学
校
関
係
プ
ー
ル
で
も

30
％
前
後
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
現
在
も

年
間
約
2
0
0
台
を
納
入
し
て
い
る
。

「
健
康
増
進
の
た
め
の
施
設
は
増
え
て
い

ま
す
。
衛
生
面
で
優
れ
た
ろ
過
装
置
な

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
用
プ
ー
ル
、
高
齢
者

施
設
の
プ
ー
ル
な
ど
に
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
三
浦

紀
彦
社
長
。
販
路
の
さ
ら
な
る
広
が
り

を
見
据
え
て
い
る
。

技
術
力
の
高
さ
を
発
揮
し
、

新
た
な
環
境
関
連
装
置
も
開
発

　

同
社
は
排
ガ
ス
処
理
装
置
、
騒
音
防

止
装
置
な
ど
の
開
発
で
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
排
ガ
ス
処
理
装
置
は
、
こ

れ
ま
で
処
理
が
で
き
な
か
っ
た
塩
素
系

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
ガ
ス
に
つ
い
て
も
装
置
を
開

発
し
、
納
入
し
て
い
る
。

「
大
気
汚
染
、
有
害
ガ
ス
処
理
は
、
国
内

外
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
高

度
化
し
た
装
置
を
開
発
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
技
術
力
を
生

か
し
て
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

こ
と
に
常
に
目
を
向
け
て
い
る
。

精度の高い珪藻土ろ過装置
節水・節電効果大

A-1フィルター

排ガス処理プラント

プール用
ろ過装置機械

-
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株式会社リンカイ

株式会社リンカイ
自社の力をさらに高めるために、新しい
製品も研究しながら実証を進めていま
す。水処理設備は、お客様の求めるもの
をしっかり聞くことから始まります。で
きる限りお客様の近くで仕事をしていき
たいですね。

代表取締役　岩﨑 隆男さん

主な事業内容

浄水設備、ろ過装置、
軟水装置、純水装置、
排水処理設備等
各種水処理装置製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 7番地
昭和 41年
8,000 万円
95名
072-268-0333
072-268-1881
http://www.kk-rinkai.co.jp

排水再利用設備

目
的
に
応
じ
た
装
置
を
設
計
、

あ
ら
ゆ
る
水
処
理
設
備
を
施
工　

　

昭
和
41
年
、
タ
ン
ク
製
造
な
ど
の
製

缶
製
作
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社

リ
ン
カ
イ
。
水
処
理
設
備
に
関
す
る
製

作
技
術
・
設
計
技
術
力
を
広
げ
、
現
在

は
水
処
理
装
置
な
ら
び
に
各
種
塔
槽
類

に
つ
い
て
、
計
画
・
調
査
・
設
計
か
ら

製
造
、
現
地
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
一
貫
し
て
手
が
け
る
会
社
と
し
て
成

長
し
て
き
た
。

　

水
処
理
設
備
は
、
浄
水
設
備
、
ろ
過

装
置
、
軟
水
装
置
、
純
水
装
置
、
排
水

処
理
設
備
な
ど
様
々
な
用
途
に
応
じ
た

装
置
を
製
造
し
て
い
る
。
大
手
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
設
備
を
部
分
的
に
請

け
負
う
事
も
多
い
が
、
自
社
で
調
査
・

設
計
か
ら
施
工
ま
で
を
手
が
け
る
案
件

も
あ
る
。
自
社
に
設
計
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
顧
客

の
要
望
や
条
件
に
応
じ
て
最
適
な
機
器

構
成
を
考
え
、
タ
ン
ク
や
機
器
、
周
辺

の
配
管
、
弁
類
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
設

計
が
可
能
で
あ
る
。

「
現
場
で
の
作
業
が
わ
か
る
か
ら
こ
そ
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
設
計
が
で
き
、
効

率
よ
く
製
作
か
ら
現
地
工
事
へ
と
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
岩
﨑
隆
男
社

長
は
語
る
。

　

納
入
事
例
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
例

え
ば
都
市
部
の
ご
み
焼
却
施
設
に
お
い

て
は
、
様
々
な
用
途
の
水
処
理
設
備
が

設
置
さ
れ
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の

高
度
な
処
理
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
合

わ
せ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
や
低
コ
ス
ト

化
の
要
望
も
多
い
が
、
同
社
は
コ
ン
パ

ク
ト
で
効
率
的
な
機
器
設
計
を
得
意
と

し
て
お
り
、
最
適
な
設
備
構
成
を
提
案
可

能
と
い
う
。

「
私
た
ち
の
仕
事
は
装
置
製
作
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
運
転
し
、
水
が
処
理
さ
れ
て

初
め
て
完
成
と
い
え
る
も
の
で
す
。
お
客

様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
の
も
、
信
頼
を

積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

と
杉
林
孝
司
営
業
部
長
。
20
年
、
30
年
と

長
年
取
引
が
続
い
て
い
る
顧
客
も
多
い
。

　

最
近
で
は
、
純
水
装
置
や
排
水
再
利
用

設
備
、
Ｒ
Ｏ
膜
処
理
装
置
、
ろ
過
活
性
炭

設
備
や
特
殊
塔
槽
類
な
ど
を
手
が
け
る

こ
と
が
多
い
。
設
置
面
積
の
縮
小
化
や
、

装
置
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
な
ど
同
社
の
技
術

要
素
は
各
所
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

「
パ
ー
ツ
か
ら
プ
ラ
ン
ト
ま
で
」

水
処
理
装
置
の
多
様
な
受
注
に
対
応

　

創
業
以
来
、
同
社
の
製
缶
技
術
は
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
有
害
物
処
理
施

設
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
特
殊
タ
ン

ク
・
大
型
タ
ン
ク
な
ど
、
難
し
い
案
件

を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
タ
ン
ク
の
構

造
、
設
置
条
件
や
強
度
検
討
な
ど
、
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
設
計
し
、
製

作
さ
れ
た
製
品
は
耐
久
性
も
よ
く
、
30

年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

水
処
理
設
備
は
、
タ
ン
ク
以
外
に
も

様
々
な
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同

社
は
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各
種
水
処

理
部
品
も
販
売
し
て
お
り
、
部
品
供
給

を
通
じ
て
リ
ン
カ
イ
と
い
う
企
業
名
を

覚
え
て
も
ら
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
い

う
。
多
様
な
受
注
に
対
応
し
「
パ
ー
ツ

か
ら
プ
ラ
ン
ト
ま
で
」
と
い
う
基
本
方

針
で
こ
れ
か
ら
も
信
頼
を
積
み
重
ね
て

い
く
。

最適な機器構成で
高効率な
水処理設備を提案

水処理装置機器
ならびに
製缶品製作

機械

純水製造装置

現 相談役。平成 28年、岩﨑 尚貴さんが代表取締役に就任。
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高温用
熱風発生機機械 平成23年度 補助金採択

アルミ溶湯ヒーターの新技術
及び電気炉開発

株式会社サンコー

熱制御技術を駆使した
小型化・省エネ化
熱風発生機

株式会社サンコー
省エネで高効率な「アルミダイキャスト
用電気溶解・保持炉の実用化」「1000℃
の熱風発生機を用いた装置炉」の開発も
3社共同で進めています。環境への負荷
を軽減できる製品づくりがビジネスのメ
リットにつながるという好循環を生み出
していきたいですね。

代表取締役　向井 正明さん

主な事業内容

電熱・計測事業・部
品事業

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8114 堺市東区日置荘西町 1-53-35
平成 13年
1,850 万円
30名
072-287-1135
072-287-1136
http://www.sankooo.com

熱
制
御
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

熱
風
発
生
機
を
小
型
化
・
省
エ
ネ
化

　

熱
電
対
や
測
温
抵
抗
体
な
ど
の
温
度

セ
ン
サ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
ヒ
ー
タ
ー
や

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
ヒ
ー

タ
ー
類
の
製
造
販
売
、
電
気
炉
、
乾
燥

機
な
ど
の
開
発
を
手
が
け
る
株
式
会
社

サ
ン
コ
ー
。
熱
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
優

れ
た
技
術
力
を
有
し
、
熱
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
ト
ー
タ
ル
に
解
決
で
き

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
で
あ
る
。

　

２
年
前
か
ら
開
発
を
進
め
て
き
た

「
高
温
用
熱
風
発
生
機
」
は
、
工
場
な

ど
で
乾
燥
、
加
熱
、
滅
菌
な
ど
に
使
わ

れ
る
熱
風
発
生
機
の
小
型
化
・
省
エ
ネ

化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
必
要
な

場
所
に
、
簡
単
に
設
置
で
き
る
熱
風
発

生
機
を
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
10

年
以
上
前
か
ら
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

同
製
品
は
、
ニ
ク
ロ
ム
線
が
直
接
空

気
を
熱
す
る
タ
イ
プ
の
ヒ
ー
タ
ー
で
、

絶
縁
特
性
と
耐
熱
に
優
れ
た
ム
ラ
イ
ト

耐
熱
材
料
を
成
形
し
て
、
そ
の
中
に
ニ

ク
ロ
ム
線
を
コ
イ
ル
状
に
巻
い
た
ヒ
ー

タ
ー
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
伝
熱
面
積

が
大
き
い
た
め
シ
ー
ズ
ヒ
ー
タ
ー
に
比

べ
て
熱
効
率
が
良
い
こ
と
が
特
長
で
あ

る
。
空
気
取
り
入
れ
口
を
空
気
抵
抗
が

少
な
い
特
殊
な
形
状
に
す
る
こ
と
、
送

風
機
に
は
羽
根
径
が
小
さ
い
タ
ー
ボ

フ
ァ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
が

で
き
、
低
騒
音
も
実
現
し
て
い
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
で
凹
凸
の
少
な
い
す
っ
き
り

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
温
度
・
タ
イ
マ
ー
設
定
な
ど

が
簡
単
に
で
き
る
マ
イ
コ
ン
を
組
み
込

み
、
操
作
が
簡
単
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。

　

熱
風
発
生
機
の
用
途
は
前
述
の
よ
う

に
様
々
で
、
対
象
物
も
I
C
基
盤
な

ど
の
工
業
用
品
か
ら
、
衣
類
や
食
品
と

い
っ
た
日
用
品
ま
で
実
に
広
範
囲
。
ガ

ス
や
石
油
な
ど
と
異
な
り
、
ク
リ
ー
ン

な
熱
風
を
発
生
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
半
導
体
分
野
の
乾
燥
工
程
な
ど
で

の
需
要
も
多
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

海
外
展
開
を
見
込
ん
だ
製
品
開
発

ア
ジ
ア
市
場
へ
積
極
展
開

　

同
製
品
の
電
圧
仕
様
は
、
日
本
基
準

の
２
０
０
V
だ
け
で
は
な
く
、
３
８
０

V
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
仕
様
は

東
南
ア
ジ
ア
で
の
標
準
で
あ
り
、
産
業

用
の
小
型
熱
風
発
生
機
の
需
要
が
多
い

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
広
く
販
売
し
て

い
き
た
い
ね
ら
い
が
あ
る
。

　

同
社
の
海
外
展
開
は
早
く
、セ
ン
サ
ー

製
造
を
主
と
し
た
子
会
社
を
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
、
熱
風
発
生
機
の
組
み
立
て
を
受

け
持
つ
子
会
社
を
タ
イ
に
設
立
し
て
い

る
。
上
海
の
企
業
と
も
提
携
す
る
な
ど
、

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
営
業
拠
点
を
整
え
る

べ
く
始
動
し
て
い
る
。
向
井
正
明
社
長

は
「『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』
の

優
位
性
は
海
外
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
軸
足
を
ア
ジ
ア
に
置
き
た
い
で

す
ね
」
と
語
り
、
積
極
的
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
進
め
る
。
同
社
は
経
済
産
業
省

の
グ
ロ
ー
バ
ル
技
術
連
携
支
援
事
業
補

助
金
に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、「
勇
気
を

持
っ
て
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
と

り
続
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
向
井

社
長
の
パ
ワ
ー
が
同
社
の
企
業
戦
略
を

支
え
て
い
る
。
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次世代型
浸漬膜処理
システム

機械

サンスイエンジニアリング株式会社

小型化・
イージーメンテナンスの
膜処理装置

幅
広
い
知
識
と
技
術
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ（
膜

分
離
活
性
汚
泥
法
）を
省
ス
ペ
ー
ス
化

　　

サ
ン
ス
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
は
、
水
処
理
装
置
の
開
発
・
設
計

か
ら
製
造
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
及
ぶ
幅

広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
配
管
、

電
気
、
各
種
機
械
装
置
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
な
ど
の
知
識
と
技
術
も
有
す
る
こ

と
が
特
徴
だ
。
30
年
の
歩
み
の
中
で
一

貫
し
て
水
処
理
に
携
わ
っ
て
き
て
お

り
、
飲
料
水
の
浄
水
や
人
工
透
析
に
用

い
る
膜
分
離
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
て
き

た
実
績
を
も
と
に
、
膜
処
理
装
置
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
排
水
処
理
は
高
度
化
が
求
め

ら
れ
、
国
内
外
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ
と
い
う
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｆ
（
ポ
リ
フ
ッ
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
）
製

中
空
糸
膜
を
用
い
た
膜
処
理
シ
ス
テ
ム

が
普
及
し
て
い
る
。
同
社
は
、
そ
の
Ｍ

Ｂ
Ｒ
を
従
来
の
概
念
を
覆
す
ほ
ど
小
型

化
し
た
次
世
代
型
浸
漬
膜
処
理
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。
約
１
ｍ
（
W
）×
２
ｍ
（
D
）

×
２
・
４
ｍ
（
H
）
の
タ
ン
ク
に
、
Ｐ

Ｖ
Ｄ
Ｆ
製
中
空
糸
膜
を
設
置
し
、
集
水

管
か
ら
吸
引
す
る
こ
と
で
処
理
水
を
得

ら
れ
る
仕
組
み
だ
。
24
時
間
で
約
50
ト

ン
の
水
を
ろ
過
で
き
る
と
い
う
。

　
「
曝
気
装
置
に
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
膜

の
目
詰
ま
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
エ
ア
の

粒
径
や
そ
の
量
・
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
値

を
得
る
た
め
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
最

終
的
に
現
在
の
形
状
と
な
り
ま
し
た
」

と
亀
田
英
世
社
長
は
言
う
。
高
効
率
の

装
置
稼
働
で
、
現
在
は
２
・
２
kw
の
モ
ー

タ
で
稼
働
で
き
る
ま
で
省
エ
ネ
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
4
ト
ン
車
で
搬
送

で
き
、
配
管
、
電
源
工
事
を
す
る
だ
け

で
稼
働
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
工
場
な
ど
で
膜
処
理
設
備
だ
け

を
増
設
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
に
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単

独
自
技
術
が
随
所
に
光
る

　　

従
来
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
大
変
だ
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
同

社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ド
ア
式
で
膜
エ
レ

メ
ン
ト
の
交
換
も
簡
単
。
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
装
着
で
き
、
一
人
で
も
２
時
間
ほ
ど

で
作
業
で
き
る
。
主
に
食
品
工
場
や
化

成
品
工
場
へ
納
入
し
て
い
る
が
、
定
期

点
検
の
際
に
工
場
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な

く
て
も
い
い
こ
と
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
タ
ン
ク
は
内
面
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
て
お
り
、
自
動
薬
品
洗
浄

も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
隔
監
視
に

よ
り
膜
処
理
機
能
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
で
き
る
ほ
か
、
現
場
の
人
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
、
膜
エ
レ
メ
ン

ト
１
枚
ご
と
に
透
明
チ
ュ
ー
ブ
を
接
続

し
、
膜
の
破
損
に
よ
る
汚
水
の
リ
ー
ク

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

１
枚
ご
と
に
通
水
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
こ
う
し
た
き
め
細
か
さ
は

他
社
に
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
構
造
、

機
能
を
含
め
て
特
許
申
請
中
だ
。

　

今
後
は
、
工
場
の
増
設
・
環
境
規
制

の
強
化
が
予
想
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
販
路
拡
大
を
目
ざ
し
、
さ
ら
な

る
努
力
を
続
け
て
い
く
。

サンスイエンジニアリング株式会社
「生産量がアップし、排水処理を改造し
たいが、スペースがないので小型でメン
テナンスの簡単なものがほしい」という
ご要望におこたえしたのがこの製品で
す。これからも、より省エネで、高い処
理能力の装置を開発していきたいです
ね。

代表取締役　亀田 英世さん

主な事業内容

水処理装置と周辺機器
の設計・開発、製造、
販売、改修工事

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／

〒 590-0958 堺市堺区宿院町西 4丁 1-6
昭和 60年
1,000 万円
6名
072-223-1011
072-223-1015

次世代型浸漬膜処理システム設置例（処理能力 250㎥/日）

処理能力
50㎥/日
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各種自動化
装置機械

株式会社古賀機械製作所

オーダーメードの
機械製作で作業現場の
効率化・省エネを実現

株式会社古賀機械製作所
機械を省エネ化・効率化できる当社の技
術を、もっと多くの困っている企業に活
用してもらいたいと思っています。お客
様の要望にすばやくこたえるために自社
製品の標準化にも力を入れたいですね。
次世代の技術者を育てる努力も必要だと
感じています。

代表取締役　古賀 弘司さん

主な事業内容

専用機・省力化機械・
NC工作機の設計およ
び製作、自動化装置の
製作（プレス、ゴム・
フィルム加工、包装、
タップユニットほか）
※各種特注製作を含む

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0061 堺市美原区今井 88-1
昭和 60年
300万円
11名
072-289-7207
072-289-8057
http://www.kogakikai.co.jp

製
造
現
場
の
声
を
も
と
に
、

自
動
化
・
省
力
化
機
械
を
製
造　

　

切
断
機
、
プ
レ
ス
加
工
機
械
、
タ
ッ

プ
加
工
機
、
検
査
機
な
ど
各
種
の
機
械

製
作
を
請
け
負
う
株
式
会
社
古
賀
機
械

製
作
所
。
創
業
以
来
29
年
、
経
営
は
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
が
、
製

造
現
場
か
ら
の
依
頼
で
作
り
上
げ
た
自

動
化
装
置
、
省
力
化
装
置
が
多
く
の
現

場
の
効
率
化
・
省
エ
ネ
化
を
実
現
し
て

き
た
功
績
は
大
き
い
。「
市
販
の
機
械
で

は
サ
イ
ズ
が
工
場
に
合
わ
な
い
、
も
っ

と
精
度
が
ほ
し
い
、
も
う
少
し
作
業
の

効
率
化
を
図
り
た
い
と
い
う
要
望
は
多

く
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０
件
以
上
の

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
機
械
を
製
作
し
て

い
ま
す
」
と
古
賀
弘
司
社
長
は
言
う
。

　

納
入
先
は
、
金
属
加
工
業
、
食
品
加

工
業
、
ゴ
ム
製
造
業
な
ど
の
工
場
が
中

心
で
、
加
工
機
以
外
に
も
ベ
ア
リ
ン
グ

の
高
速
検
査
機
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
耐
久
試

験
機
な
ど
の
検
査
機
や
、
ア
キ
ュ
ー
ム

レ
ー
タ
ー
自
動
溶
接
機
、
プ
レ
ス
製
品

の
バ
リ
を
す
ば
や
く
簡
単
に
取
る
ロ
ー

ラ
ー
式
バ
リ
取
り
機
な
ど
、
特
殊
な
工

程
の
作
業
を
機
械
化
す
る
相
談
に
も
応

じ
、
幅
広
い
業
種
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
だ
け
で
は

な
く
、
他
社
製
品
の
小
型
化
、
高
速
化
、

騒
音
削
減
な
ど
の
改
良
に
も
取
り
組

む
。

　

現
場
の
声
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
使
い
勝
手
の
良

い
機
械
を
製
作
し
続
け
て
き
た
た
め
、

同
社
に
は
無
駄
を
省
い
た
機
械
製
作
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
最
近

で
は
、
機
械
に
対
す
る
不
満
や
悩
み
を

聞
く
だ
け
で
、
改
善
策
が
頭
に
浮
か
ぶ

と
い
う
。

自
社
製
品
の
開
発
も
手
が
け
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
飛
躍
を
目
ざ
す

　

同
社
は
、
自
社
製
品
の
開
発
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
最

新
機
の
「
タ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
S
T

－

6
」

は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
駆
動
で
、
従
来
機
と

比
べ
れ
ば
省
電
力
で
加
工
ス
ピ
ー
ド
も

速
く
、
さ
ら
に
静
音
仕
様
、
小
型
化
と

優
れ
た
点
が
多
い
。
ま
た
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
の
電
子
制
御
盤
を
使
用
し
て
お

り
、
加
工
の
開
始
位
置
、
ス
ト
ロ
ー
ク
、

速
度
を
調
整
で
き
る
。
プ
レ
ス
順
送
型

内
に
タ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
プ
レ
ス
加
工
、
タ
ッ
プ
加
工
を

同
一
ユ
ニ
ッ
ト
で
処
理
で
き
る
と
い
う

省
ス
ペ
ー
ス
設
計
の
装
置
で
あ
る
こ
と

も
強
み
だ
。
最
近
は
、
こ
う
し
た
高
効

率
、
省
電
力
、
低
騒
音
、
低
振
動
の
機

械
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら

に
製
品
変
更
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も

の
が
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
要
望
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
現
在
は

同
社
納
入
の
７
割
が
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を

使
用
し
た
機
械
に
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

自
社
開
発
製
品
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
こ
こ
３
年
で

増
加
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
企
業
や
工
場
か
ら
の
依
頼
で
東
京
、

名
古
屋
、
さ
ら
に
は
タ
イ
へ
も
出
か
け

て
い
る
。
古
賀
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
者
メ
ン
バ
ー
は
、
製
作
の
合
間
を

縫
っ
て
、
今
日
も
全
国
各
地
を
精
力
的

に
飛
び
回
る
。

タップユニット ST-6
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STP サーボ
シリンダ機械 平成26年度 補助金採択

「揺れても揺れない !!」油圧シリ
ンダを用いたアクティブ制振装置
AQUAの開発

株式会社堀内機械

高精度で省エネ
一体型油圧シリンダ

株式会社堀内機械
これまで築き上げてきた生産工程の徹底
した合理化が、省エネにつながってきた
と思います。また、電力の問題はこれか
ら必ず考えていかなければならないこと
です。企業としてもっと成長して、エコ
を意識した活動ができるようになりたい
ですね。

代表取締役　堀内 晋平さん

主な事業内容

各種油圧シリンダの
製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0824 堺市堺区老松町 1-37
昭和 34年
6,400 万円
278名
072-241-1601
072-280-2026
http://www.horiuchi.co.jp

製
造
体
制
を
合
理
化

少
量
多
品
種
と
量
産
化
に
対
応

　

株
式
会
社
堀
内
機
械
は
、
一
般
産
業

機
械
用
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
一
筋
に
事
業

を
展
開
す
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
シ
リ

ン
ダ
の
種
類
は
一
般
産
業
機
械
か
ら
大

型
水
門
、
船
舶
用
機
械
ま
で
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　

同
社
が
製
造
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
型
シ
リ
ン

ダ
は
業
界
シ
ェ
ア
の
40
％
を
占
め
、
大

小
含
め
て
月
産
１
万
本
に
達
す
る
。
迅

速
に
納
品
す
る
た
め
に
、
製
造
体
制
を

徹
底
的
に
合
理
化
。
受
注
か
ら
４
日
で

納
入
す
る
短
納
期
体
制
を
確
立
し
て
い

る
。
完
成
品
の
組
み
合
わ
せ
は
膨
大
な

数
に
な
る
が
、
共
通
部
品
の
在
庫
を
常

に
確
保
し
て
お
き
、
そ
の
他
の
部
品
を

受
注
後
に
加
工
し
て
組
み
立
て
る
こ
と

で
、
多
品
種
少
量
生
産
で
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

堀
内
晋
平
社
長
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

無
人
製
造
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
の
は
30

年
も
前
で
す
。製
造
体
制
の
省
エ
ネ
化
、

効
率
化
は
ず
っ
と
重
視
し
て
き
ま
し

た
」
と
言
う
。

　

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
特
殊
シ
リ
ン
ダ

に
つ
い
て
も
１
０
０
０
種
類
以
上
の
製

造
実
績
が
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
の
ど
の
よ

う
な
要
望
に
も
最
適
な
設
計
が
提
案
で

き
る
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
型
製
造
の
高
い

シ
ェ
ア
を
持
つ
こ
と
で
様
々
な
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
た
め
だ
。
ま

た
、
納
品
後
の
製
品
は
用
途
や
機
能
、

構
造
に
よ
っ
て
細
か
く
分
類
し
、
図
面

や
製
品
番
号
を
管
理
。
再
受
注
の
際
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
た
め
、
取
引
先
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。

消
費
電
力
を
大
幅
低
減
し
た

一
体
型
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ

　

２
０
１
３
年
４
月
に
発
売
し
た
「
Ｓ

Ｔ
Ｐ
サ
ー
ボ
シ
リ
ン
ダ
」
は
、
油
圧
シ

リ
ン
ダ
と
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
を
一
体
化
し

た
製
品
だ
。
配
管
・
油
圧
工
事
が
一
切

不
要
で
、
位
置
制
御
時
の
精
度
は
５
㎛

以
下
、
荷
重
制
御
も
±
１
％
と
い
う
高

精
度
を
誇
る
。
配
管
や
バ
ル
ブ
制
御
に

よ
る
ロ
ス
が
な
い
た
め
従
来
品
よ
り
も

20
分
の
１
程
度
ま
で
消
費
電
力
が
軽
減

さ
れ
る
と
い
う
省
エ
ネ
タ
イ
プ
で
あ

る
。「
さ
ら
に
、
操
作
パ
ネ
ル
で
は
50

ス
テ
ッ
プ
、
50
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
登
録
で

き
、
お
客
様
が
簡
単
に
運
転
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
好
評
で
す
」
と

技
術
部
の
前
田
宗
万
氏
は
言
う
。

　

こ
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｐ
サ
ー
ボ
シ
リ
ン
ダ
」

は
、「
電
気
シ
ス
テ
ム
主
体
で
機
械
を

動
か
し
て
い
る
が
、
油
圧
シ
リ
ン
ダ
を

一
部
使
い
た
い
」
と
い
う
工
場
な
ど
で

導
入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
が
、
音
が
静
か
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
た
め
、
溶
接
ラ
イ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
か
ら
引
き
合
い
が
あ
る
と
い

う
。
今
後
さ
ら
に
受
注
数
を
増
や
す
べ

く
、
営
業
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

同
社
は
さ
ら
に
、
中
国
に
工
場
を
建

設
し
、
増
産
体
制
を
整
え
て
い
る
。「
中

国
に
進
出
す
る
日
本
企
業
、
中
国
国
内

企
業
に
対
し
て
、
日
本
と
同
じ
よ
う
な

高
品
質
・
短
納
期
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
ま
す
」
と
堀
内
社
長
は
意
気
込
み
を

語
る
。
技
術
開
発
力
と
生
産
管
理
能
力

で
存
在
感
を
示
す
同
社
に
今
後
も
注
目

が
集
ま
る
。

STP サーボシリンダ

中国・蘇州工場
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